
 

「東北圏広域地方計画」推進に関する情報紙 

『東北圏だより』            
 

「農山漁村が元気になるための東北版サミット  

 ～手をつなごう！高め・広めよう！東北の農山漁村（むら）～」を開催しました！    

東北農政局 

令和元年 11 月 29 日に、日立システムズホール仙台（仙台市青年文化センター）で「農山漁村が元気に

なるための東北版サミット～手をつなごう！高め・広めよう！東北の農山漁村（むら）～」を開催しまし

た。 

このサミットは、農林水産省の農山漁村振興交付金（農泊推進対策）広域ネットワーク推進事業の取組

で、一般社団法人全国農協観光協会が事業実施主体となり、農林水産省、東北農政局とともに、東北地方

の農泊を中心とした地域活性化に取り組む団体等が連携するために開催したものです。 

当日は、約 150 人の来場があり、第１部では、一般社団法人ムラたび九州の本田代表理事の講演に始ま

り、株式会社農協観光の齋藤室長による、一般社団法人みなかみ町体験旅行 北山常務理事へのインタ

ビュー、東洋大学の青木名誉教授、本田代表理事へのインタビューと、各地の取組の話をおりまぜながら、

取り組む中での苦労話や、連携についてお話がありました。講演の間の休憩時間には、大館市まるごと体

験推進協議会による、「秋田弁ラジオ体操」を会場みんなで行い、身体と心をほぐしました。 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１１０号（令和２年１月１４日） 

発行：国土交通省 東北地方整備局 

   東北圏広域地方計画推進室 

HP:http://www.thr.mlit.go.jp/kokudo/top.html 

 

▲大館市まるごと体験推進協議会 

「秋田弁ラジオ体操」 

▲(株)農協観光の齋藤室長による 

（一社）みなかみ町体験旅行 北山常務理事へインタビュー 
▲(株)農協観光の齋藤室長による 

（一社）ムラたび九州 本田代表理事、 

東洋大学 青木名誉教授へインタビュー 



今回このサミットの開催と同時に“連携”というキーワードに着目して「農泊を中心としたネットワー

ク組織委員会」を立ち上げ、大正大学の村橋教授を委員長に、東北管内の農泊・農福に精通した方、また、

一般社団法人東北観光機構からも専門委員を招き、東北の現状、課題点、連携の必要性等について整理を

行っています。その中で、いままでの教育旅行をベースとしたグリーン・ツーリズムから、日本の原風景

ともいえる農山漁村における体験に関心のある個人旅行客や急増するインバウンドの受入に対応できる

体制を構築することが重要で、さらには、今後「ALL 東北」一丸となって、これらの地域活性化に取り組

む必要性も議論されています。 

このサミットで各活動団体・企業等が連携することで、地域

資源や取組に関する知恵の共有や、海外に向けて東北という知

名度を上げていくため、委員により、サミットのサブタイトル

どおり、手をつなぎながら、サミット宣言をいたしました。 

第２部では、相談会・商談会が開催され、各種企業や、第一

部での講演者や、「農泊を中心としたネットワーク組織委員会」

の皆様と直接話をできるブースを設置し、取り組む上での悩み

や、各団体の情報共有の場となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

『東北圏だより』に掲載する広域地方計画に関連する情報をお寄せ下さい。また、『東北圏だより』

へのご質問、ご意見、ご要望等についても結構です。お気軽に次のアドレスまでメールでお寄せ下さい。

メールアドレス：thr-kou-suishin2@mlit.go.jp  

▲農泊を中心とした 

ネットワーク組織委員会によるサミット宣言


